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サブテーマ１
環境医薬品の環境動態と薬理活性

サブテーマ２
環境医薬品応答遺伝子による影響評価

サブテーマ３
魚類を用いた行動・繁殖影響解析

R4年度採択課題 環境再生保全機構 環境研究総合推進費

魚類に対する環境医薬品の影響評価法開発に関する研究

〜環境分析・分子応答・行動/繁殖解析による融合評価基盤の構築〜
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莚平 裕次（R4.4～、高知大学、魚類生殖内分泌学）



下水処理場から水環境への医薬品の排出、懸念される生物影響

下水処理場

水域における環境医薬品の存在実態、生物影響に関する情報は世界的に不十分
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医薬品の約半数はGPCR標的薬/抗うつ薬で、神経細胞に作用する

日本における病院の医薬品処方 （厚生労働省DBより、H28）

ランク 医薬品タイプ 錠剤数(億/年)

1 消化性潰瘍用剤 54

2 糖尿病用剤 47

3 血圧降下剤 46

4 血管拡張剤 41

5 高脂血症用剤 38

9 その他アレルギー用薬 31

10 抗うつ薬 29

13 その他中枢神経系用薬 14

17 気管支拡張剤 3

18 抗ヒスタミン剤 2

19, 21 合成抗菌剤/抗ウイルス剤 2/1

✓ Gタンパク質連結
型受容体

✓ モノアミン
トランスポーター

細胞内の標的分子

細胞膜

細胞膜

◼井原は、神経系医薬品の生物影響研究の中心研究者の一人。特にGPCR標
的薬の研究は世界に先駆けて研究に取り組んできました。
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井原准教授の研究グループのこれまでの成果
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✓ 魚のモノアミントランスポーターはヒトより強く阻害されることを初めて実証。

Excitation, λ= 485 nm

トランスポーター

APP

96-well plate

HEK293 cells

蛍光
520-525 nm

1)Ihara et al., STOTEN 2021

抗うつ剤の魚の受容体への
薬理活性を世界で初めて体

系的に測定

➢新規課題では、さらに多くの魚受容体を試験、受容体構造と医薬品活性の関係を解明

抗うつ薬活性測定の培養細胞試
験を開発1)

強い活性 弱い活性
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サブテーマ１
高知大学 井原

サブテーマ2

研究の目的、構想

高リスク環境医薬品選定 生物影響評価基盤整備

環境医薬品応答遺伝子
による影響評価

魚類を用いた
行動・繁殖影響解析

環境医薬品の環境
動態と薬理活性

アウトプット：
環境分析・分子応答・行動/繁殖解析による融合評価基盤の構築

国際的に活用可能な環境医薬品の生物影響評価法の開発につながり、
環境と共生する持続可能な社会の実現へ貢献する

・医薬品と魚の受容
体の反応の解明
・GPCR標的薬、抗う

つ薬の標的受容体の
構造・機能解析

・低濃度・長期曝露、複合曝露の影響

・応答遺伝子から分子
マーカ―選定へ

サブテーマ３
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